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 Ⅴ

Ⅴ . 各部の調整

（必ずエンジン停止後に作業してください。）

各種カバー類を外したまま、使用しないで
ください。
※ 各種カバー類を外したまま走行すると、

手をはさんだり衣類を巻き込んだりして
受傷するおそれがあります。

伸びたり、ひび割れたベルトは使用しない
でください。
※ エンジンブレーキが効かなくなります。

（緊急ブレーキが作動します。）

Vベルトは、必ず指定のA-31 REDを使用
してください。

交換後の Vベルトは、専門の産廃業者に廃
棄を依頼してください。
※ 適切に処理しないと、環境を汚染します。

■ ベルトの張りおよび状態の確認

ベルトカバーの六角ボルト5本をゆるめて、

ベルトカバーを外します。

1

重 要
新しいベルトは約 10 時間の使用で初期の伸びが

発生するため、10時間使用後に必ずベルト張り

調整を行ってください。

六角ボルト

■ 
Ｖベルトがひび割れたり切れたりしているときは、

以下の方法でベルト交換をしてください。

1 ベルトカバーの六角ボルト5本をゆるめ、ベル

トカバーを外します。

2  ベルトの張りおよび状態の確認をします。

ベルトの張りは、中央部を指で押して確認します。

3ｋｇの力を加えたとき、約10mｍのたわみが目安です。 

ベルトが伸びていると 

きは、ベルト調整をし 

てください。 

（45ページ参照）

Ｖベルトがひび割れたり切れたりしているとき

は、ベルトを交換してください。（次項参照）

ベルト

たわみ 約10mm

ベルト

たわみ 約10mm

3ｋｇ

ベルト張りの確認

六角ボルト
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 Ⅴ ベルト

たわみ 約10mm

3ｋｇ

3 エンジン止めナット4個をゆるめ、Vベルトが

ゆるむ方向にエンジンをスライドしVベルトを

外します。

2 前後の押しボルトのロックナットをゆるめ、

押しボルトをゆるめます。

交換後のVベルトは、専門の産廃業者に廃
棄を依頼してください。
※ 適切に処理しないと、環境を汚染します。

4  新しいＶベルトに交換します。 

（V ベルト：A-31 RED） 

5  ベルト張り調整を行います。

ロックナット

押しボルト

エンジン止めナット

3 押しボルトでエンジンを前後にスライドして、

3ｋｇの力を加えたとき、ベルトのたわみ

約10ｍｍを目安にベルトを張ります。

2 エンジン止めナット4個をゆるめます。

5  以上の方法でベルトが張りきれない場合は、

Vベルトを新品と交換してください。

4  調整した後、エンジン止めナット4個を締め 、

押しボルトのロックナットを締めます。

■ 

ベルトが伸びているときは、以下の方法でベルト調整

をしてください。

1  前後の押しボルトのロックナットをゆるめ、押

しボルトをゆるめます。

ロックナット

押しボルト

エンジン止めナット
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 Ⅴベルト
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 Ⅴ

ストップレバー

走行停止レバー

前後レバー

隙間

ロッド調整ナット

 
最大積載量の荷物を積んで45°の傾斜を降りるときストップレバーがレールのストッパー受けに当たると、

約50cmで牽引車が停止するようあらかじめセットしてあります。

もし1m以上すべるときは、次の方法で調整を行ってください。

調整は、レールが水平な所か、できるだけ傾斜がゆる

やかなところで行ってください。

1 走行停止レバーを倒し、「停止」位置に入れます。 

2  スロットルコントロールレバーを「STOP」にし、

エンジンを停止します。

3  前後レバーを「前進」または「後進」に入れます。

4  機械が動かないようロープなどで固定するか、

ラックに歯止めをして完全に固定します。

5  ロッド調整ナットをゆるめ、隙間を大きくします。

スロットルコントロール
レバー

2.

スプリング長

ロッド調整ナット

ロッド取付ボルト

隙間 9～10mmロックナット

6  ブレーキ調整ナットをまわし、スプリング長

58 ～ 59mm を目安に調整し、停止距離が 1m

以内になるようにしてください。

 重 要
ブレーキ調整ナットは、確実にナットどう

しを締め込みロックしてください。

7  ロッド調整ナットとロッド取付ボルトの隙間を

9 ～ 10mm にして、ロッド調整ナットをロッ

クナットで固定します。

以上の方法でも調整できないときは、最寄
りの販売店に点検調整を依頼してください。
※ 守らないと、事故が発生し受傷するおそれ

があります。

ブレーキ調整ナット
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 Ⅴ

牽引車のローラーとレールの隙間が1mｍ
以上あるときは、走行しないでください。
※ 1mm以上あると、モノラックが左右にゆ

れて不安定になるため、脱線し受傷する
おそれがあります。

ローラーの調整は水平な場所で行ってください。

 

※ 傾斜した場所で行うと、受傷するおそれが
あります。

ローラーの調整の際、ローラー軸が錆びて
いるときは、潤滑油をさすか、錆落としで
錆を落としてください。
※ 錆びたまま無理に回転させると、工具が滑

り手を受傷するおそれがあります。

回転しないローラーがあった場合は、最寄
りの販売店に、修理または交換依頼をして
ください。
※ 回転しないローラーのまま走行すると、

ローラーが破損するおそれがあります。

3. ■ 

上部ローラーで隙間の調整を行ってください。

1  ナットをゆるめます。

2  調整ボルトをゆるめます。

3  スパナかけにスパナをかけてローラー軸を回します。

4  隙間が 1mm になるように調整します。

5  調整ボルトを締めます。

6  ナットを締めます。

調整ボルト

調整ボルト

スパナかけ 
（回す）

上部ローラー

レール

ナット

下部ローラー

ローラー軸

ナット

ナット

隙間 1mm

スパナかけ
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 Ⅴ

牽引車のローラーとレールの隙間が1mｍ
以上あるときは、走行しないでください。
※ 1mm以上あると、モノラックが左右にゆ

れて不安定になるため、脱線し受傷する
おそれがあります。

ローラーの調整は水平な場所で行ってください。

 

※ 傾斜した場所で行うと、受傷するおそれが
あります。

ローラーの調整の際、ローラー軸が錆びて
いるときは、潤滑油をさすか、錆落としで
錆を落としてください。
※ 錆びたまま無理に回転させると、工具が滑

り手を受傷するおそれがあります。

回転しないローラーがあった場合は、最寄
りの販売店に、修理または交換依頼をして
ください。
※ 回転しないローラーのまま走行すると、

ローラーが破損するおそれがあります。

3. ■ 

上部ローラーで隙間の調整を行ってください。

1  ナットをゆるめます。

2  調整ボルトをゆるめます。

3  スパナかけにスパナをかけてローラー軸を回します。

4  隙間が 1mm になるように調整します。

5  調整ボルトを締めます。

6  ナットを締めます。

調整ボルト

調整ボルト

スパナかけ 
（回す）

上部ローラー

レール

ナット

下部ローラー

ローラー軸

ナット

ナット

隙間 1mm

スパナかけ



50

      

 Ⅵ

Ⅵ . 異常時の対応

・正しい始動操作を行っているのに、エンジンが始動しないとき

・機械がレールから脱線したとき

・機械が石や木などに衝突して壊れたとき

・正しい操作を行っているのに、機械が走行しないとき

・正しい操作を行っているのに、機械が駐停車しないとき

・緊急ブレーキが作動したとき

・非常用駐停車ブレーキレバーを引いたとき（乗用型のみ）

・走行中、機械のどこからか異音や悪臭（こげくさい）が発生しているとき

・通常の走行時より、機械の揺れや振動が明らかに大きくなり危険を感じたとき

異常だと思ったら絶対に使用しないでください。
※ 思わぬ事態により、人が死亡または重傷を負う可能性が想定されます。 

軽傷または物的損害の発生する頻度が高いことが想定されます。

・機械の操作をやめて、エンジンを止めてください。（非乗用型のみ）

・機械の運転をやめて、安全に降車して、エンジンを止めてください。（乗用型のみ）

・ただちに販売店に連絡して、点検整備をしてもらってください。

●整備メモ
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